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平
成
31
年
1
月
31
日
に
至
誠
ホ
ー
ム
オ

ン
ニ
の
建
物
の
引
き
渡
し
を
受
け
ま
し
た
。

　

至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
の
建
設
は
、
平
成

27
年
11
月
に
都
有
地
を
活
用
し
た
福
祉
施

設
の
運
営
事
業
者
募
集
の
公
募
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
に
は
入
札
に
よ
っ
て
、

日
本
建
設
株
式
会
社
が
落
札
し
、
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
暑
い
夏
や
台
風
な
ど
自

然
の
脅
威
に
も
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
平

成
30
年
12
月
末
に
竣
工
、
平
成
31
年
1
月

中
旬
に
は
東
京
都
に
よ
る
竣
工
検
査
を
終

え
引
き
渡
し
を
受
け
ま
し
た
。

　

2
月
か
ら
は
備
品
の
搬
入
が
始
ま
り
、

入
浴
・
洗
濯
設
備
、
ベ
ッ
ド
、
家
具
、
カ
ー

テ
ン
な
ど
が
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
車
両
な
ど

が
納
入
さ
れ
着
々
と
準
備
を
整

え
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
運
営
で
最
も
大
切
で

重
要
な
の
は
人
材
で
す
。
至
誠

ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
に
お
い
て
も
、

昨
今
の
人
手
不
足
の
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
至
誠
ホ
ー
ム

全
体
で
の
採
用
へ
の
取
り
組
み

で
、
遠
方
の
方
や
近
隣
の
方

な
ど
多
く
の
方
が
新
し
い
職
員

と
し
て
仲
間
に
加
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
3
月
か
ら
は
、
新
た
な
仲
間

た
ち
と
と
も
に
職
員
研
修
を
行

い
、
4
月
か
ら
の
新
し
い
ご
利

用
者
を
お
迎
え
致
し
ま
す
。

至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ 

引
き
渡
し
を
終
え
る

　
　
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
準
備
室　
　
　
　
　
　
　

室　
　
長　
　

河　
合　
晴　
夫

■
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
の
概
要

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

  

定
員
48
名

　
　
　
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
）　

・
短
期
入
所
生
活
介
護　
　

  

定
員
5
名

　
　
　
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
）

・
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
　
（
登
録
定
員
29
名
、
通
所
介
護
定
員
18

　
　

  

名
、
宿
泊
定
員
9
名
）

・
住
所
：
立
川
市
錦
町
２

－

10

－

26

・
電
話
：
０
４
２

－

５
２
６

－

１
１
０
２
㈹

●
オ
ン
ニ
（O

nni

）
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

で
〝
幸
せ
”
を
意
味
し
ま
す
。
ご
利
用
者
、
地
域

の
方
々
、
そ
れ
に
職
員
も
共
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

る
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
へ
と
職
員
一
同
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

竣工した至誠ホームオンニ（立川市錦町）

開放的なエントランスの多目的エリア
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4
月
1
日
の
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
開
設
を
記
念
し
て
、
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
記
念
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ  

開
設
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
去
る
１
月
12
日
㈯
、
オ
ン
ニ
近
隣
の
錦
町
二

丁
目　
錦
学
習
館
に
て
、
至
誠
ホ
ー
ム
相
談
役

の
大
村
洋
永
さ
ん（
写
真
）を
お
招
き
し
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア（
活
動
）の
魅
力
～
施
設
を
明
る

く
、
地
域
の
文
化
を
耕
し
、
自
分
も
元
気
に

～
」
と
題
し
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
講
座
に

は
近
隣
住
民
の
他
、
既
に
ホ
ー
ム
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
々
等
約
30

名
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
大
村
相
談
役
の
体
験
談
を
交
え
つ

つ
、
人
生
の
生
き
方
（
逝
き
方
）
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
心
構
え
（
①
挨
拶
・
②
笑
顔
・
③
身
だ

し
な
み
・
④
約
束
を
守
る
）、
価
値
・
意
義
に

関
し
て
お
話
頂
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
認
識
を
深
め
る
と
共
に
、
新
た
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
年
間
延
べ
、
約
１
万
２
千

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
力
を
お
貸
し
頂

い
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
上
で
、
こ

れ
ら
の
ご
支
援
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
マ

ン
パ
ワ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
に
開
設
が

迫
っ
て
い
る
オ
ン

ニ
で
も
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご

協
力
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
開
催

Ⅱ
　
開
設
記
念
式
典

　
３
月
26
日
㈫
14
時
か
ら
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ

の
開
設
記
念
式
典
を
開
催
予
定
で
す
。

　
式
典
に
は
行
政
や
市
内
の
事
業
所
、
法
人
関

係
者
の
他
、
開
設
に
至
る
ま
で
（
若
し
く
は
開

設
し
て
か
ら
）
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
業
者
を

お
招
き
し
て
執
り
行
う
予
定
で
す
。

　
式
典
後
に
は
内
覧
の
機
会
を
設
け
、
様
々
な

方
に
オ
ン
ニ
に
つ
い
て
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

内
覧
会
を
行
う
他
、「
爪
切
り
屋
」
メ
デ
ィ

カ
ル
フ
ッ
ト
ケ
ア
Ｊ
Ｆ
協
会
会
長
の
宮
川
晴
妃

先
生（
写
真
）を
お
招
き
し
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
て
頂
く
予
定

で
す
。
オ
ン
ニ
で
は
「
足
元
か
ら
の
充
実
ケ

ア
」
と
し
て
フ
ッ
ト
ケ
ア
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
ト
ケ
ア
は
不
適
切
な
足
指
、
爪
の
ケ
ア

に
よ
り
生
じ
る
転
倒
、
歩
行
障
害
な
ど
を
予
防

す
る
た
め
、
足
指
・
爪
の
重
要
性
と
適
切
な
ケ

ア
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
・
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
に
、
多
く
の
方
に
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
関

す
る
認
識
を
深
め

て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　　
『
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
』
の
開
設
ま
で
あ
と

少
し
。
立
川
市
で
は
初
め
て
の
事
業
と
し
て
、

地
域
か
ら
の
期
待
と
注
目
を
集
め
る
で
あ
ろ
う

サ
ー
ビ
ス
が
、
標
題
の
『
看
護
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
』
で
す
。
な
に
や
ら
聞
き
な
れ

ず
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
複
合
的
に
組
み

合
わ
さ
っ
た
も
の
な
の
で
は
、
と
は
想
像
で
き

る
よ
う
な
名
称
で
す
が
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
具
体
的
に
は
、
通
い
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と

泊
ま
り
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）、
訪
問
介
護
と

訪
問
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
が
一
つ
の
事
業
所
で
一

体
的
に
利
用
で
き
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
そ

の
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
支
援
が
や
り
や
す

く
、
至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ
の
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
と
同
様
に
、
顔
な
じ
み
の
ス
タ
ッ
フ

が
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
形
態
で
一
体
的
に
関
わ
り

ま
す
。

　
違
い
は
、
看
護
の
機
能
が
強
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
医
療
的
な
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
の
暮
し
を
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。
顔
な
じ
み
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
医
療
的
な
対
応
ま
で
含
め
て
一
体
的
に
対

応
で
き
る
。
自
宅
に
い
な
が
ら
、
施
設
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、
医
療
的
な
処
置
や

看
取
り
期
の
対
応
も
可
能
で
あ
れ
ば
、
と
て
も

心
強
い
で
す
ね
。

　
い
い
事
尽
く
め
の
よ
う
で
す
が
、
注
意
点
も

あ
り
ま
す
。
通
い
や
泊
り
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
登

録
定
員
に
応
じ
た
利
用
定
員
が
あ
り
ま
す
。
オ

ン
ニ
の
想
定
で
は
、
登
録
定
員
は
29
名
で
す

が
、
通
い
の
利
用
定
員
は
18
名
、
泊
ま
り
は
９

名
で
す
。
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
使
い
放
題
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
登
録
し
た
利
用
者
で
、
一

定
量
の
サ
ー
ビ
ス
を
シ
ェ
ア
し
て
い
く
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
体
調
が
悪
い
と
き
や
、
終
末
期
に
近

づ
い
た
と
き
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
量
は
多
く
な
る

代
わ
り
に
、
元
気
な
と
き
に
は
少
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
損
得
勘
定
だ
け
で
利
用
を
考

え
る
人
に
は
、
利
用
し
に
く
い
サ
ー
ビ
ス
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
利
点
や
注
意
点
を
書
き
ま
し
た
が
、
看
護
の

機
能
を
強
化
し
た
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
運
営

で
、
退
院
後
や
看
取
り
期
で
の
在
宅
生
活
の
継

続
、
家
族
の
支
援
や
相
談
対
応
に
よ
る
負
担
軽

減
な
ど
、
制
度
的
に
大
き
な
期
待
を
背
負
っ
た

事
業
で
す
。
開
設
し
て
す
ぐ
に
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
体
制
が
整
い
、
有
効
に
機
能

す
る
姿
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

『
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
』っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か
？

至
誠
コ
ミ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

宮
　
本
　
智
　
行
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後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平
成
30
年
12
月
１
日
〜
平
成
31
年
１
月
31
日

㈲
ユ
ー
ア
イ
自
動
車
工
業　

大
橋
と
し
江

松
村
文
子　

庄
司
洋
子　

高
倉
洋
子　

濵
﨑
裕
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
６
名

　
平
成
30
年
度
事
業
報
告

1
．
役
員
会
（
第
１
回
）　
平
成
30
年
５
月
30
日
㈬

　
　
　
（
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
４
階
）

2
．
役
員
会
（
第
２
回
）　
平
成
30
年
10
月
17
日
㈬

　
　
　
（
至
誠
ホ
ー
ム
ア
ウ
リ
ン
コ
７
階
）

３
．
役
員
会
（
第
３
回
）　
平
成
31
年
１
月
25
日
㈮

　
　
　
（
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
４
階
）

４
．
永
年
会
員
表
彰　
　
平
成
30
年
至
誠
ホ
ー
ム
感
謝

の
つ
ど
い　

平
成
30
年
6
月
２
日
㈯　

40
年
２
名
、

30
年
７
名
、
25
年
３
名
、
20
年
６
名
、
15
年
12
名
、

10
年
13
名
、
5
年
25
名　
　
合
計
68
名

５
．
開
設
記
念
感
謝
の
つ
ど
い
・
長
寿
を
祝
う
会
に
お

花
を
贈
る

６
．
会
費
納
入
願
い
発
送
（
２
月
全
会
員
に
ご
紹
介
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
添
付
）（
８
月
未
入
金
者
）

７
．
至
誠
ホ
ー
ム
へ
寄
付 

４
，０
０
０
，０
０
０
円

　
（
内
訳
：
寄
付
預
り
金　
２
，７
０
８
，０
０
０
円
、

　

         

会　
　
　
費　
１
，２
９
２
，０
０
０
円
）

　
平
成
31
年
度
事
業
計
画

1
．
役
員
会　
年
３
回
開
催
予
定　
　

2
．
ホ
ー
ム
事
業
協
力　
新
施
設
開
設
式
典
・
感
謝
の

　
　
つ
ど
い
・
長
寿
を
祝
う
会
に
お
花
を
贈
る

３
．
永
年
会
員
表
彰　
感
謝
の
つ
ど
い
に
於
い
て（
６
月
）

４
．
バ
ザ
ー
協
賛　
10
月
第
３
週
目
予
定
（
10
／
19
）

　
　
「
至
誠
ま
つ
り
」
と
し
て
開
催

５
．
至
誠
ホ
ー
ム
へ
寄
付　
年
１
回
（
12
月
）　

６
．
そ
の
他

№ 344

後
援
会
コ
ー
ナ
ー

 

至
誠
ホ
ー
ム
後
援
会
の
ご
支
援
に

 

感
謝
い
た
し
ま
す

　
　
　
　 

　
至
誠
ホ
ー
ム
長
　
旭
　
　
博
之

　

去
る
平
成
31
年
1
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
至
誠
ホ
ー
ム
後
援
会
」
の
役
員
会
で
後
援
会

員
様
の
年
会
費
、
ご
寄
付
を
合
わ
せ
た
総
額

４
０
０
万
円
を
至
誠
ホ
ー
ム
へ
の
ご
寄
付
と
し

て
戴
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
拝
受

の
う
え
、
こ
の
貴
重
な
ご
芳
志
は
4
月
1
日
に

オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
」
の

資
金
と
し
て
あ
り
が
た
く
充
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
新
施
設
は
昨
年
暮
れ
に
完
成
、
年
明
け
に
各

種
検
査
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
現
在
、
器
具
・
什

器
・
備
品
等
の
搬
入
や
設
置
な
ど
、
最
終
準
備

に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
設
記
念
の
催
し

も
予
定
し
て
い
ま
す
。（
本
紙
面
に
案
内
記
事

が
あ
り
ま
す
）

　
市
内
初
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
「
看
護
小
規
模

多
機
能
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
併
設
し
、
災
害
時
に

は
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
頼
も
し

い
複
合
型
介
護
施
設
を
開
設
・
運
営
し
て
い
き

ま
す
。

　
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

至誠ホーム後援会平成 30 年度収支決算書
平成 30 年１月 1 日〜平成 30 年 12 月 31 日

＜収入の部＞   　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

科目 31 年度予算 30 年度予算 差引額 摘要

通 信 費

印 刷 費

会 議 費

振込手数料

事 業 費

雑 費

寄 付 金

予 備 費

 計    

	 60,000	 60,000	 0	 はがき、切手等

	 10,000	 10,000	 0	 振込用紙印字代

	 30,000	 30,000	 0	

	 36,000	 36,000	 0	 振替口座手数料他

	 80,000	 80,000	 0	 開設記念・長寿祝い

	 15,000	 15,000	 0	

	3,500,000	 3,500,000	 0	 至誠ホームへ寄付

	 18,962	 17,967	 995

	3,749,962	 3,748,967	 995	 	

＜支出の部＞

科目 30 年度予算 30 年度決算 差引額 摘要

前期繰越金
会費収入
寄 付 預 り 金

雑 収 入
計

	 48,867	 48,867	 0
	2,000,000	 1,440,000	 △ 560,000	
	1,700,000	 2,708,000	 1,008,000		
	 100	 0	 △ 100	
3,748,967		 4,196,867	 447,900	

至誠ホーム後援会平成 31 年度予算書
平成 31 年１月 1 日〜平成 31 年 12 月 31 日

＜収入の部＞   　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

科目 31 年度予算 30 年度予算 差引額 摘要

前期繰越金

会費収入

寄付預り金

雑 収 入

計

	 49,862	 48,867	 995

	2,000,000	 2,000,000	 0	
	 1,700,000	 1,700,000	 0

	 100	 100	 0	 郵便貯金利息他

	3,749,962	 3,748,967	 995	

科目 30 年度予算 30 年度決算 差引額 摘要

通 信 費
印 刷 費
会 議 費
振込手数料
事 業 費
雑 費
寄 付 金
予 備 費
次期繰越

計

	 60,000	 34,150	△ 25,850		 はがき、切手等

	 10,000	 0	△ 10,000	
	 30,000	 14,243	△ 15,757	
	 36,000	 25,324	△ 10,676		 口座振替手数料他

	 80,000	 59,400	△ 20,600	※1

	 15,000	 13,888	 △ 1,112		 お香典他

	3,500,000	 4,000,000	 500,000	※2

	 17,967	 0	△ 17,967
	 　0	 49,862	 49,862	
	3,748,967	 4,196,867	 447,900

＜支出の部＞

※寄付金収入については後援会の呼びかけより集められたお金で
　「預り金」として処理し随時ホームに寄付しております。

※１　アウリンコ開設・感謝のつどい・長寿を祝う会花代他
※ 2　至誠ホームへ寄付
※寄付預かり金については後援会の呼びかけにより集められたもの
　で随時至誠ホームに寄付しています。

単位：円

後援会加入の
お　願　い

事務局　至　誠　ホ　ー　ム　立川市錦町６-28-15　TEL. 042-527-0031
　　　　至誠キートスホーム　立川市幸町４-14-1　  TEL. 042-538-2323
　　　　至誠ホ ー ム ミ ン ナ　国分寺市並木町 3-12-2   TEL. 042-300-3700
　　　●会費　２, ０００円以上　　会長　師岡恵美子
　《振込口座》　　口座番号：00120-9-32523　口座名：  高齢者総合福祉施設至誠ホーム後援会

皆様方の温かいご支援と
ご協力をお願い申し上げ
ます。
お申し込みは下記事務局
へ

単位：円
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至
誠
ホ
ー
ム
の
地
域
貢
献
事
業

ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

生
活
リ
ハ
ビ
リ　

桂　
　
み 

さ

　
平
成
26
年
に
至
誠
ホ
ー
ム
地
域
貢
献
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
は

今
年
４
月
で
６
年
目
に
突
入
し
ま
す
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
は
主
に
介
護
予
防

運
動
を
中
心
と
し
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
外
の

事
業
で
、
介
護
保
険
は
ま
だ
早
い
か
な
・
・
と

い
う
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
単
位
が
足
り
な

い
け
ど
も
う
少
し
運
動
し
た
り
、
外
出
の
機
会

を
増
や
し
た
い
と
い
っ
た
方
々
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
毎
週
水
曜
・
木
曜
・
金
曜
の
13
時
か
ら
16
時

ま
で
の
活
動
時
間
で
、
介
護
予
防
体
操
・
脳
ト

レ
体
操
・
個
別
運
動
メ
ニ
ュ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
無
理
な
く
楽
し
く
、
体
と
頭
を
動
か

し
て
い
き
ま
す
。

　

春
に
は
根
川
ま
で
お
花
見
に
出
掛
け
た
り
、

天
気
の
良
い
日
に
は
け
や
き
広
場
の
散
歩
を
行

っ
た
り
と
季
節
を
感
じ
た
り
、
仲
間
と
お
話
を

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
短
期
利
用
の
ご
案
内

　
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

自
主
事
業
に
て
、
認
知
症
が
あ
り
、
あ
る
程
度

身
の
回
り
の
事
が
自
分
で
で
き
る
方
の
お
部
屋

を
一
部
屋
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
家
族
や
研
修
・
実
習
生
の
方
々
の
ご
利
用

も
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
利
用
料
は
１
泊
２
日
９
，５
０
０
円
（
食
費

　
別
）

・
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
不
要
な
場
合
は
一
部
減
免

　
致
し
ま
す
。

・
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
運
動
以
外
の
空
い
た
時
間
を
使
っ
て

共
同
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
制
作
途
中
「
こ

こ
は
こ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
」
等
々
み
な
さ
ん

か
ら
活
発
な
意
見
が
出
て
、
素
敵
な
作
品
が
仕

上
が
り
ま
し
た
。

　

運
動
も
お
し
ゃ
べ
り
も
毎
回
来
て
よ
か
っ

た
、
楽
し
か
っ
た
、
元
気
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ア

ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
方
々
が
元
気
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
地
域
全
体
が
元
気
に
な
れ
る
よ

う
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
元
気
の

素
と
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
新
春
ク
ラ
ブ
発
表
会　
実
行
委
員

　
　
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
２
介
護　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北　
角　
り　
ん

平
成
31
年

新
春
ク
ラ
ブ
発
表
会

　
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬
至
誠
ホ
ー
ム
新
春
ク

ラ
ブ
発
表
会
を
セ
ン
タ
ー
２
階
に
て
開
催
致
し

ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
錦
特
養
本
館
の
大
規
模

改
修
工
事
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
４
階
研
修
室
で

の
開
催
で
し
た
が
、
改
修
工
事
も
無
事
に
終
了

し
、
本
年
度
は
ま
た
セ
ン
タ
ー
２
階
に
て
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
“
至
誠
さ
わ
や
か
コ
ー
ラ
ス
”

“
御
詠
歌
ク
ラ
ブ
”“
ス
オ
ミ
コ
ー
ラ
ス
り
ら
”

“
フ
ラ
ダ
ン
ス
”“
英
語
ク
ラ
ブ
”“
う
た
い
ま

　
電
話
０
４
２
（
５
２
７
）
０
２
７
９

スオミコーラス　りら
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▪
寄
付
の
お
願
い

　
日
頃
よ
り
至
誠
ホ
ー
ム
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
社
会
福
祉
に
関
心
の

あ
る
市
民
の
方
々
や
各
種
企
業
・
団
体
の
皆

様
か
ら
の
ご
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

寄
付
金
は
、
介
護
保
険
事
業
の
み
な
ら
ず
、

至
誠
ホ
ー
ム
独
自
の
自
主
事
業
、
地
域
貢
献

事
業
等
、
地
域
福
祉
の
た
め
に
、
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
使
途
目

的
は
指
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
）

▪
税
制
上
の
優
遇
措
置
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
法
人
へ
の
ご
寄
付
に
つ
い
て

は
、
寄
付
金
控
除
等
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

１
．
個
人
の
方

　
①
所
得
控
除
も
し
く
は
税
額
控
除

　
総
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
の
控
除
（
所

得
控
除
）
と
、
寄
付
金
特
別
控
除
（
税
額
控

除
）
の
い
ず
れ
か
有
利
な
方
を
選
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ど
ち
ら
で
も
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
寄
付
を
さ

れ
た
と
き
に
、
至
誠
ホ
ー
ム
か
ら
お
渡
し
す

る
寄
付
金
領
収
書
を
、
確
定
申
告
時
に
添
付

し
て
下
さ
い
。

　
②
住
民
税
の
寄
付
金
控
除

　
住
民
税
も
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
住
ま
い

の
区
市
町
村
の
税
務
担
当
課
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
③
相
続
財
産
の
ご
寄
付

　

ご
相
続
や
ご
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ

た
財
産
を
社
会
福
祉
法
人
に
寄
付
な
さ
っ

た
場
合
、
原
則
と
し
て
そ
の
相
続
財
産
は

非
課
税
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
近
く

の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

２
．
法
人
の
方

　

一
般
の
寄
付
金
と
は
別
枠
で
、
寄
附
金

の
合
計
額
と
特
別
損
金
算
入
限
度
額
と
の

い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
の
範
囲
内
で
、
確

定
申
告
時
に
損
金
算
入
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
寄
付
金
を
支
払
っ
た
と
き
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　　
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
平
成
31
年
4
月
に
、

立
川
市
錦
町
2
丁
目
に
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン

ニ
を
開
設
す
る
等
、
地
域
の
皆
様
に
貢
献

す
る
べ
く
、
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

ご
寄
付
は
、
至
誠
ホ
ー
ム
の
事
業
を
行
う

う
え
で
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
か
ら
の
温
か
い
お
気
持
ち
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
引
き
続

き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
：

　
　
社
会
福
祉
法
人
至
誠
学
舎
立
川　

　
　
至
誠
ホ
ー
ム　
経
理

　
　
電
話　
０
４
２

−

５
２
７

−

０
０
３
１
㈹

寄
付

ご

内

の

案

唄
”
の
６
つ
の
ク
ラ
ブ
が
発
表
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
ど
の
ク
ラ
ブ
も
沢
山
練
習
さ
れ
、

発
表
会
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

各
部
署
の
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ウ
リ
ン
コ

の
利
用
者
さ
ん
、
ス
オ
ミ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
方

々
、
ス
オ
ミ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
方
々
、
和
光

ホ
ー
ム
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
、
地
域
の
方
々
、
多
く
の
方
が
観
覧
に
お
越

し
く
だ
さ
り
、
終
始
会
場
は
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
、
実
行
委
員
と
し
て
舞
台
裏
に
入

り
、
出
場
前
に
利
用
者
さ
ん
が
「
緊
張
す
る

わ
、
ど
う
し
よ
う
」「
間
違
え
ち
ゃ
う
か
も
」

と
緊
張
し
て
い
る
様
子
や
、
前
日
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
練
習
さ
れ
て
い
る
様
子
な
ど
普
段
は
見
ら
れ

な
い
お
姿
を
拝
見
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
私
を
含
む
今
年
度
の
実
行
委
員
や
司
会

者
は
、
例
年
の
新
春
ク
ラ
ブ
発
表
会
を
経
験
し

て
い
な
い
職
員
が
多
く
、
準
備
段
階
で
は
本
番

に
準
備
が
間
に
合
う
か
準
備
は
万
全
か
と
、
内

心
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
ク
ラ
ブ
に
、
地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
携
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
で
、
立
川
錦
ブ
ロ
ッ
ク
吉
上
ブ

ロ
ッ
ク
長
の
お
言
葉
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
季

節
柄
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
流
行
す
る
時
期
で

し
た
が
、
み
な
さ
ま
の
お
陰
で
無
事
に
開
催
で

き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

至誠さわやかコーラス

和光ホーム　フラダンスクラブ
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下
東
玲
子　
　
持
田
洋
子　
　
新
井
セ
ツ
子　
庄
司
洋
子

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
ト　
至
誠
ホ
ー
ム
後
援
会　

橋
本
正
明　
　
あ
ゆ
み
の
箱　
　
　
　

 

16
件
（
延
２
３
３
件
）

②
物
品
の
部

熊
切
明
美　
　
川
口
美
枝
子　
川
上
タ
マ　
　
小
阪
テ
ル
子

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
新
日
空
サ
ー
ビ
ス
㈱

玉
水
会
髙
橋
昭
治　
　
新
立
川
交
通
㈱　
　
　
木
下
正
己

㈱
三
菱
地
所
設
計
総
務
部　
㈱
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

㈱
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
会
」
事
務
局

ア
イ
ケ
イ
ホ
ー
ム
ズ　
日
本
フ
ル
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
ｉ

ｎ
東
京
実
行
委
員
会　
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
協
議

会　
東
京
善
意
銀
行　
昌
樹
寺
井
舟
哲
全　
　
松
浦
髙
明

㈱
デ
ィ
ス
ク
ガ
レ
ー
ジ　
　
　
　
　
　
　
　

 

21
件
（
延
79
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

お
は
な
し
た
ま
ご　
み
ど
り
の
会　
立
正
佼
成
会
壮
年
部
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム　
朗
読
サ
ー
ク
ル
こ
え　
鈴
の
会　
錦
六
茶

友
会　
遊
木
会　
す
だ
ち
の
会　
髪
職
人　
ジ
ャ
ス
ミ
ン	

相
庭
鳩
枝	

赤
松
富
子	

麻
生
ミ
エ	

荒
井
キ
ミ

荒
井
益
子	

荒
井
百
合
子	

安
藤
道
子	

飯
田
幾
子

五
十
嵐
和
子	

磯
野
初
子	

伊
藤
信
子	

井
上
京
子

今
村
サ
ユ
リ	

岩
谷
淳
子	

梅
津
美
和
子	

及
川
悦
子

及
川
清
一	

大
古
春
子	

大
澤
康
子	

太
田　
利

大
舘
純
子	

小
川　
隆	

小
俣
か
つ
江	

賀
田
恵
子

加
藤
恵
美	

加
藤　
清	

加
藤
典
子	

金
澤
シ
ズ
子

神
田
ミ
ヨ	

岸　
幸
子	

木
村
千
世
子	

木
村
玲
子

蔵
田
郁
枝	

倉
田
茂
満	

倉
田
雅
代	

後
藤　
香

五
ノ
井
耐
子	

小
松　
滋	

小
松
万
壽
子	

小
峰　
誠

小
山
時
子	

近
藤
庄
司	

境
田
美
夏	

坂
本
美
智
子

櫻
井
百
合
子	

佐
々
木
昭
治	

佐
藤
さ
ち	

佐
藤
美
智
子

佐
藤
ゆ
か
り	

篠
村
綾
子	

清
水
春
美	

下
東
玲
子

ジ
ョ
ー
ジ
兼
路　
鈴
木
恵
子	

鈴
木
幸
子	

関
口
鈴
代

関
根
哲
子	

高
田
文
彦	

高
田
利
花	

高
松
久
美
子

髙
山
俊
子	

武
田
利
子	

竹
山
牧
子	

田
中
彩
絵

田
中　
暁	

田
中
美
紗
子	

田
中
由
紀
子	

谷
口
冨
美
子

寺
島
英
子	

永
野
和
江	

中
村
公
子	

永
山
幸
子

西
村
和
也	

野
村
哈
爾
美	

橋
本
早
紀
子	

橋
本
ラ
イ
ヤ

畠
山
知
也	

坡
場
雛
子	

浜
中
広
見	

平
澤
基
幸

平
田
道
子	

蛭
田
ス
エ
子	

福
元
実
希	

藤
本
聰
江

船
橋
知
津
子	

古
林
昌
子	

古
谷
文
子	

宝
諸
博
文

前
中
光
雄	

水
田
康
子	

水
野
美
鈴	

村
田
芳
江

村
山
恵
美
子	

茂
木
ハ
マ
子	

山
田
ハ
ル
江	

吉
川
厚
子

米
山
勝
利	

若
村
ふ
み
子	

渡
邉
綾
子	

渡
辺
夷
名
子

渡
邉
薫
夫	

和
地
登
喜
子

【
日
野
市
】　
ク
イ
ー
ン
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ　
ウ
ケ
ホ
ア
ヘ
レ

平
成
30
年
12
月
１
日
〜
平
成
31
年
１
月
31
日

CH
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
GH
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

錦
：
錦
地
区　
和
：
和
光
ホ
ー
ム　
多
：
多
摩
川
ブ
ロ
ッ
ク

ア
：
ア
ウ
リ
ン
コ　
ス
：
ス
オ
ミ

キ
：
キ
ー
ト
ス
グ
ル
ー
プ　
国
：
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク　
調
：
調
布
地
区

　
12　
　
月

１
土　
と
も
し
び
法
話
会（
錦
）／
調
布
福
祉
ま
つ
り（
調
）

７
金　
餅
つ
き（
錦
・
調
）／
ス
オ
ミhappy thanks party

11
火　
運
営
推
進
会
議（
調
）

13
木　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）／
給
食
委
員
会（
和
）

15
土　
コ
ミ
カ
フ
ェ
／
ぷ
ら
っ
と
な
み
き（
国
）

18
火　
全
体
集
会（
錦
・
和
）

19
水　
若
葉
カ
フ
ェ（
調
）／
フ
ロ
ア
懇
談
会（
和
）

20
木　
ホ
ー
ム
委
員
会
・
給
食
委
員
会（
ア
）／
和
光
役
員
会

	

（
和
）

21
金　
餅
つ
き
大
会（
国
）／
ク
リ
ス
マ
ス
会（
錦
）

25
火　
運
営
推
進
会
議（
ス
）

27
木　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）

　
１　
　
月

１
火　
新
年
を
祝
う
会（
ア
・
調
）／
新
年
祝
賀
式（
至
特
・
和
・

国
・
キ
）

４
金　
新
年
あ
い
さ
つ
回
り

８
火　
給
食
委
員
会
・
ホ
ー
ム
委
員
会（
錦
）

10
木　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）／
給
食
委
員
会（
和
）

12
土　
家
族
幹
事
会（
錦
・
和
）／
キ
ー
ト
ス
集
会
・
も
ち
つ
き

（
キ
）

16
水　
新
春
ク
ラ
ブ
発
表
会（
錦
）／
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）

／
若
葉
カ
フ
ェ（
調
）

17
木　
和
光
役
員
会（
和
）

18
金　
ど
ん
ど
焼
き（
錦
）

19
土　
ぷ
ら
っ
と
な
み
き（
国
）／
コ
ミ
カ
フ
ェ

23
水　
運
営
推
進
会
議（
国
）／
和
光
集
会（
和
）

24
木　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）

26
土　
と
も
し
び
法
話
会（
錦
）

31
木　
運
営
懇
談
会（
ス
）

　
温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く

　
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
平
成
30
年
12
月
１
日
〜
平
成
31
年
１
月
31
日

①
金
員
の
部

横
田
照
夫　
　
香
取
祐
子　
　
大
橋
と
し
江　
佐
藤
真
理　

感
謝
録

ホ
ー
ム
日
誌

※入居施設定員
　至誠特別養護老人ホーム 96 名、至誠ホームアウリンコ 129 名、至誠ホームキートス 70 名、
　至誠ホームミンナ小規模特養 29 名、至誠和光ホーム 50 名、至誠ホームスオミ・ケアハウス 50 名、
　至誠ホームスオミ・グループホーム 9 名、調布若葉ケアセンターグループホーム 18 名、
　至誠ホームミンナグループホーム 18 名
※サービス付き高齢者向け住宅せせらぎ 15 戸　サービス付き高齢者向け住宅フラット「楽」７戸
※訪問介護は提供時間
※利用延日数

至誠ホーム利用者状況   平成 30 年度ボランティア受入 / 福祉学習協力状況
　　　　　　平成 30 年 12 月〜平成 31 年１月

特 養
施設名 事業名 一般 V V 体験 計 累計

至誠特別養護
老 人 ホ ー ム
至 誠 ホ ー ム
ア ウ リ ン コ

生 活 ア ク テ ィ ビ テ ィ
至 誠 和 光
ホ ー ム
至 誠 ホ ー ム
ス オ ミ
至 誠 コ ミ
ケアセンター
至誠調布若葉
ケアセンター
至誠調布柴崎
ケアセンター
至 誠 ホ ー ム
キ ー ト ス
至 誠 柏
ケアセンター

至 誠 ホ ー ム
ミ ン ナ

至 誠 国 分 寺
ケアセンター

特 養
通所介護

軽費老人
ホ ー ム
ケアハウス
G H
いこいの場

※ 2
通所介護
G H

通所介護

特 養
通所介護

通所介護
小規模多機
能居宅介護
特 養
G H

通所介護

	 395	 0	 395	 2,100

	 52	 0	 52	 483
	 60	 0	 60	 395
	 170	 0	 170	 1,040

	 21	 0	 21	 149

	 7	 0	 7	 39
	 90	 0	 90	 648

	 58	 0	 58	 284

	 39	 0	 39	 215
	 8	 0	 8	 67

	 20	 0	 20	 105

	 471	 31	 502	 2,793
	 88	 0	 88	 516

	 110	 0	 110	 565

	 69	 4	 73	 360

	 21	 0	 21	 78
	 0	 0	 0	 2

	 52	 0	 52	 280

	1,731	 35	 1,766	 10,119
	9,807	 312	10,119	 30,800

計
累 計

※ GH：グループホーム　　※ 2：自主事業

事　業　内　容
ふれあい夕ごはん事業

利用者数
保養ステイ事業（和光）
保養ステイ事業（スオミ）
通所介護（至誠アクティブセンター）
至誠ホームアウリンコ
至誠ホームキートス
至誠ホームアウリンコ
調布若葉ケアセンター
調布柴崎ケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠柏ケアセンター
至誠国分寺ケアセンター
至誠コミケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠ホームミンナ

累計12月 １月

自主事業

短期入所
生活介護

通所介護

訪問介護

小規模多機能

	 221	 252	 2,991
	 27	 28	 297
	 1	 1	 22
	 0	 0	 4
	 39	 46	 497
	 493	 545	 5,545
	 517	 496	 5,438
	 467	 479	 5,355
	 473	 436	 5,611
	 433	 387	 4,283
	 940	 935	 9,903
	 635	 590	 6,010
	 540	 522	 5,684
	 647.0	 604.0	 7,311.5
	 596.0	 595.5	 5,990.5
	 651	 651	 5,886
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平
成
30
年
12
月
１
日
〜
平
成
31
年
１
月
31
日

（
１
）
実
習
研
修

◎
介
護
福
祉
士

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療
福
祉
専
門
学
校　
上
田
ゆ
み（
６
日
）／
十

文
字
学
園
女
子
大
学　
早
川
博
美
・
落
合
真
奈（
各
３
日
）

計
３
名　
延
12
日

◎
そ
の
他

東
京
都
立
府
中
看
護
専
門
学
校
２
名（
各
２
日
）／
杏
林
大
学
付

属
看
護
専
門
学
校
２
名（
各
３
日
）

計
４
名　
延
10
日
間

（
２
）
体
験
学
習

錦
町
地
区

立
川
市
職
員
体
験
研
修
３
名（
各
２
日
）

◎
教
員
免
許
取
得
の
た
め
の
介
護
等
体
験

東
京
女
子
体
育
大
学
10
名（
各
５
日
）１
名（
１
日
）／
明
星
大
学

２
名（
各
５
日
）
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
13
名　
延
65
日

幸
地
区　
　
　
　
な
し

キ
ー
ト
ス
地
区　
な
し

（
３
）
見
学
・
視
察　
　
　
　
　
　

 　
　

明
星
大
学
人
文
学
部
福
祉
実
践
学
科
山
井
ゼ
ミ
8
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
８
名　
累
計
95
名

橋
本
美
穂	

山
本
佳
子

【
他
市
】　
ウ
ク
レ
レ
・
ホ
ア
ピ
リ　

内
田
喜
美
子	

内
田
純
子	

小
川
貞
枝	

小
澤　
廣

笠
原
加
代
子	

金
子
節
子	

児
玉
早
苗	

佐
伯
節
子

櫻
井
千
佳
子	

佐
々
木
染
子	

鈴
木
眞
弓	

髙
野
信
子

田
久
保
妙
子	

伊
達
美
紀
子	

富
永
勝
人	

富
永
允
信

林　
幸
子	

菱
山
好
雄	

肥
田
木
雅
子	

福
島
央
巳

保
坂
栄
子	

松
井　
誠	

横
川
澄
子	

横
川
好
行

若
杉
恵
美
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
559
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

【
立
川
市
】 　

	

浅
見
富
江	

東　
ト
ク	

安
部　
操	

飯
村　
睦	

石
橋
京
子	

岩
田
綾
子	

植
野
ふ
じ
子	

黒
田
直
子	

小
林
正
子	

小
林
好
子	

篠
田
紀
子	

高
橋
明
子	

近
森
英
子	

榛
沢
佳
奈	

榛
沢
利
恵	

平
野
冨
士
枝	

広
木
か
ほ
る	

福
西
正
弘	

師
岡
恵
美
子	

鷲
沢
芙
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
110
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】	

宮
シ
ス
タ
ー
ズ	

原
垣
内
和
加
子	

大
澤
早
智
子	

熊
崎　
弘	

熊
崎
咲
子	

佐
野
文
子	

笹
谷
信
子	

中
村
啓
子	

濱
ひ
で
子	

栗
原
克
徳	

井
上
允
恵	

國
井
洋
子	

丸
山
秀
雄	

ブ
ィ
テ
ィ
ジ
ォ	

河
野　
了	

中
川
寿
恵
子	

樫
村
弘
美　
　
　
　

	　
延
94
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

【
国
分
寺
市
】　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
笛
協
会　
国
際
文
化
理
美
容

専
門
学
校	

横
山
交
子	

和
田
博
子	

【
他
市
】	

菅
野
彰
子	

福
田
洋
子	

吉
富
晶
子	

萬　
由
美	

秋
山
真
理
美	
今
井
佐
智
子　
　
　
　
延
52
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
若
葉
）

【
調
布
市
】　	

明
西
寺　
ユ
ニ
ッ
ト
Ｗ
Ａ

石
橋
隆
二	

江
上
芳
子	

益
イ
ツ
子	
大
村
哲
夫

押
部
忠
康	

狩
野
富
枝	

齊
藤　
孝	
鈴
木
悦
子

中
澤
禮
吉	

中
島
玲
子	

服
部
芳
子	
宮
崎
雅
代

小
泉
圭
右	

鎌
田
幸
光　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
47
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
柴
崎
）

【
調
布
市
】	

荒
川　
進	

笠
原
亜
衣	

當
麻
亨
子	

佐
藤
省
一	

鈴
木
委
子	

高
村
一
颯	

高
村
れ
い
じ	

松
岡
真
由
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
20
名

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
錦
〕　　
　

〔
キ
ー
ト
ス
〕　　
た
か
の
み
ち
保
育
園　
　
　
　
　
　

延
31
名

〔
柏
セ
ン
タ
ー
〕　
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
ミ
ン
ナ
〕　　
　
な
し

〔
も
と
ま
ち
〕　　
な
し

〔
調
布
若
葉
〕　　
な
し

　
　
　
　
　
　
　

石
井
匡
代	

今
井
幸
子	

岩
下
昭
子	

大
場
春
子

金
尾
眞
砂
子	

阪
口
満
里
子	

鈴
木
信
朗	

須
山
ひ
と
み

竹
内
美
幸	

西
垣
ま
き
子	

西
山
寛
子	

蛭
田
美
子

目
黒
美
知
子	

吉
﨑
武
子

【
国
立
市
】　　
歌
の
広
場	

小
見
伊
津
子	

竹
山
牧
子	

中
澤
毬
乃	
西
村
和
也	

山
根
浩
子	

山
本
日
向
子

【
国
分
寺
市
】	
前
田
博
美	

諸
井　
緑

【
他
市
】　
聖
書
の
会　
と
も
し
び
法
話
会　
リ
ラ
プ
レ
カ
リ
ア

レ
イ
ポ
ニ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ズ

阿
川
聰
子	

井
上
知
加
子	
内
田
明
子	

岡
部
恵
美

加
藤
晴
枝	

斉
藤
香
穂	
島
村
正
博	

鈴
木
保
明

髙
田
和
彦	

高
森
珠
美	

長
山　
渓	

塙　
浩
光

深
水
芳
子	

横
田
結
莉
奈	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
795
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
コ
ミ
ホ
ー
ム
）

【
立
川
市
】	

加
藤　
清	

磯
野
俊
雄	

宮
下
皆
子	

宇
井
章
子	

長
谷
川
総
子	

芥
川
友
慈	

和
地
登
喜
子	

清
水
春
美	

【
他
市
】　　
　
雨
宮
む
つ
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
58
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】　　
メ
ゾ
ピ
ア
ノ　
朗
読
サ
ー
ク
ル
こ
え　

柏
町
隣
人
会　
幸
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル　
上
水
め
ぐ
み
教
会

青
木
豊
子	

青
木
融
子	

青
柳
久
美	

浅
川
惠
子

荒
井
和
子	

池
田
三
郎	

池
田
靜
子	

石
川
悦
子

板
羽
多
枝
子	

伊
藤
和
子	

岩
品
和
子	

岩
田
綾
子

上
野
和
夫	

梅
津
美
和
子	

大
森
友
子	

岡
部
洋
子

奥
野
智
恵
子	

織
原
良
江	

加
賀
晴
子	

河
野
美
和
子

菊
池
正
勝	

木
島
敬
子	

北
瀬
明
子	

金
須
礼
子

栗
本
和
夫	

紅
林
由
美
子	

神
山
喜
久
江	

斎
藤　
博

櫻
井
百
合
子	

笹
野
千
勢	

佐
藤
純
一	

佐
藤
民
江

佐
藤
初
美	

澤
田
照
代	

三
中
西
せ
い
子　
静
田
記
代
子

城　
和
子	

進
藤
カ
ツ
エ	

鈴
木
洋
子	

関
根
太
治

髙
杉
勝
美	

髙
橋
明
子	

髙
橋　
貞	

高
橋
征
子

髙
橋
陽
子	

髙
橋
好
弘	

武
井
容
子	

竹
内
雅
子

田
中
清
子	

田
中
秀
穂	

田
中
美
智
子	

田
邉
シ
ゲ
子

鶴
巻
清
子	

寺
本
一
俊	

栃
木
房
義	

鳥
越
幸
子

中
澤
京
子	

中
嶋
カ
ツ
子	

中
根
幸
子	

中
野
庸
夫

中
村
さ
と
子	

成
田　
綴	

西
村
次
子	

二
瓶
祥
子

根
津
和
子	

野
中
け
い
子	

野
矢
悠
子	

濱
田
弘
子

羽
村
ミ
サ
子	

林　
良
治	

原　
静
江	

藤
井
美
千
代

別
府
ひ
ろ
子	

堀　
弘
子	

堀
部
晴
子	

本
間
秋
子

本
間
和
吉	

松
本
恵
美	

溝
口
礼
子	

宮
坂
一
栄

村
野
紀
美
子	

村
野
順
大	

持
丸
弘
子	

森
生
愛
子

谷
治
晴
子	

山
口
弘
子	

山
越
美
津
江	

山
崎
絹
江

吉
村
竹
美	

若
月
里
美	

渡
辺
佳
子	

渡
会
和
子　

【
国
分
寺
市
】	

大
井　
京	

小
野
千
代	

小
野
俊
雄	

河
村
裕
理	

時
枝
由
美
子	

中
山
淳
子	

南
雲
英
子	

福
祉
学
習
協
力

職
員
募
集
中
�

至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
職
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
各
所
で
ご
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

● 

特
養	

介
護
職
員

	

看
護
職
員

	

夜
勤
専
門
介
護
職
員

● 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

	

介
護
職
員

	

看
護
職
員	

● 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

	

登
録
型

	

　
　
　
　
　
　
な
ど

　
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た
は

　
メ
ー
ル
で

　
至
誠
ホ
ー
ム
統
括
事
務
局

　
採
用
担
当
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

　
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
電
話
０
４
２

−

５
２
７

−

０
０
３
１

　
　
　
内
線
１
５
２

　
　

E-m
ail: recruit@

shisei.or.jp
至
誠
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

ご
意
見
・
ご
要
望
・
苦
情
の
窓
口

　

〒
１
９
０

−

０
０
２
２　

　

立
川
市
錦
町
６

−

28

−

15

　

至
誠
ホ
ー
ム
「
利
用
者
相
談
委
員
会
」

　

専
用
電
話 

０
４
２（
５
２
７
）０
３
７
４

　
Ｆ  

Ａ  

Ｘ 

０
４
２（
５
２
７
）２
６
４
６



　
●

　
「
体
操
」
と
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
「
体
」

を
「
操
」
る
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
「
体
」
を
“
思
う
よ
う
”
に
「
操
」

る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、
介
護
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
大
事
な
の
は
“
思
う
よ
う
に
”
で
す
。

　
歩
い
て
い
て
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
つ
ま
づ

い
て
し
ま
っ
た
り
、
部
屋
に
入
る
と
き
に
壁
に

肩
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
、
そ
ん
な
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
は
“
思
う
よ
う
に
”「
体
」
を
「
操
」

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
起
こ
る
こ
と
で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
に
あ
る
小
さ
な
「
老
い
の
兆

し
」
に
気
づ
き
、
今
の
う
ち
か
ら
「
意
識
」
し

て
、
自
分
の
「
体
」
を
“
思
う
よ
う
に
”「
操
」

れ
る
状
態
に
し
て
お
け
ば
、
思
わ
ぬ
大
け
が
か

ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
理
を
し
て

ま
で
運
動
し
よ
う
、
鍛
え
よ
う
と
頑
張
る
の
で

は
な
く
、
少
し
の
運
動
を
毎
日
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
や
め

て
、
階
段
を
歩
い
て
み
る
。
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

て
、
体
を
ほ
ぐ
し
て
み
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
を
や

っ
て
み
る
。
い
つ
も
よ
り
少
し
早
く
歩
い
て
み

る
。
そ
ん
な
少
し
の
運
動
を
、
毎
日
取
り
入
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
１
日
10
秒
か
ら
。

出
来
た
ら
、
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
昨
日
の
自
分
は
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
の

に
、
今
日
の
自
分
は
で
き
た
。
す
ご
い
進
歩
で

す
。
毎
日
10
秒
を
続
け
て
、
そ
の
う
ち
慣
れ
て

き
た
ら
20
秒
続
け
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
無
理
を
せ
ず
少
し

づ
つ
で
す
。

　
大
切
な
の
は
“
今
日
の
自
分
”
を
キ
ー
プ
す

る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
リ
ハ
ビ
リ　

 

林
　
　
　
美
　
里

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
そ
う
‼

　
　
　
専
門
職
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！

「
体
操
」
の
で
き
る
か
ら
だ
作
り

〈8〉

ワ
ー
ド
を
地
域
課
題
と
し
て
「
小
地
域
ケ
ア
会

議
」
に
吸
い
上
げ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
個
別
支
援
会
議
の
参
加
者
は
、
現
在
支
援
に

関
わ
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
の
み
な

ら
ず
、
ア
パ
ー
ト
の
大
家
さ
ん
や
民
生
委
員
等

の
地
域
住
民
の
方
、
今
後
関
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
方
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
役
割
と
し
て
専
門
職

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
及
び
高

齢
者
見
守
り
相
談
窓
口
も
と
ま
ち
で
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
地
域

住
民
や
様
々
な
関
係
機
関
の
方
々
と
と
も
に
、

地
域
ケ
ア
会
議
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
々
地
域
の
様
々
な

活
動
に
顔
を
出
し
た
り
、
意
見
を
伺
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 	

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち	

０
４
２（
３
０
１
）５
０
０
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
み
き	

０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ	

０
４
２（
３
０
０
）２
３
３
９

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き	

０
４
２（
４
８
８
）１
３
０
０

　
近
年
、
家
族
関
係
の
希
薄
化
や
認
知
症
な
ど
、

制
度
だ
け
で
は
支
え
き
れ
な
い
様
々
な
課
題
を

抱
え
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
す
る
た
め
の
一
手
法
と
し

て
、
平
成
27
年
度
よ
り
「
地
域
ケ
ア
会
議
の
推

進
」
を
介
護
保
険
法
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　
国
分
寺
市
内
に
は
６
か
所
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
委
託
型
）
が
あ
り
ま
す
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
は
国
分
寺
駅
南
口

エ
リ
ア
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
隣
接
す
る
２

つ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
併
設
す
る
高
齢
者
見

守
り
相
談
窓
口
と
と
も
に
、
国
分
寺
市
東
部
地

域
小
地
域
ケ
ア
会
議
を
年
３
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、「
地
域
支
え
あ
い
力
向
上
」

等
の
主
目
的
を
踏
ま
え
た
「
個
別
支
援
介
護
」

を
開
催
し
、
個
別
支
援
会
議
で
得
ら
れ
た
キ
ー

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
合
う
た
め
の
地
域
ケ
ア
会
議

高
齢
者
見
守
り
相
談
窓
口
も
と
ま
ち

（
国
分
寺
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
併
設
）

中

村

由

佳


